
せたな町貝取澗公営温泉浴場指定管理者及び 

国民宿舎あわび山荘宿舎棟無償貸与募集要項 

 

せたな町国民宿舎「あわび山荘」は、地域住民の健康を保持し、健全な安らぎを与え、かつ、観

光者の利用に供することを目的とし、昭和５３年に旧大成町において建設された。 

当該施設は、開設当初より町が出資した公社による管理運営がされてきたが、建設から４１年経

過し、施設の老朽化による管理費の増、人口減少による利用需要の減、利用者ニーズの多様な変化

などにより、令和元年１０月３１日を以って公社は「あわび山荘」の経営から撤退するに至った。 

せたな町としては、地域住民の要望や当該施設の有効利用及び温浴施設の継続運営について検討

し、民間事業者の企画力やノウハウを活用しながら、地域経済の活性化及び交流人口の拡大につな

げるため、当該施設の運営に優れた団体を選定することを目的に実施する。 

 

せたな町貝取澗公営温泉浴場（以下「温泉浴場」という。）の管理運営を効果的かつ効率的に行う

ため、地方自治法第２４４条の２第３項及びせたな町貝取澗公営温泉浴場条例第９条の規定に基づ

き、指定管理者の指定を受けようとする法人及び団体（以下「法人等」という。）を公募するとと

もに、併せて国民宿舎あわび山荘宿舎棟（以下「宿泊施設」という。）の無償貸与を受け、宿泊施設

の管理運営を行う法人等を公募する。 

 

１. 施設の概要等 

施 設 の 名 称 せたな町貝取澗公営温泉浴場及び国民宿舎あわび山荘宿舎棟 

施設の所在地 せたな町大成区貝取澗３８６番地１ 

設 置 目 的 町民の健康増進とコミュニケーションを図ることを目的とする 

土 地 

（建物敷地） 

所  在 せたな町大成区貝取澗 

地  番 地   目 地積（㎡） 備   考 

３８６－１ 

３８８－１ 

 

宅 地 

宅 地 

 

11,724.54㎡ 

2093.60㎡ 

合計 13,818.14㎡ 

 

施 設 の 概 要 

(構造･規模等) 

構     造：鉄筋コンクリート造３階建（一部地階） 

建 築 面 積：1,911.4331㎡  

宿舎棟地階面積：  26.0475㎡  宿舎棟１階面積：1,222.5606㎡ 

宿舎棟２階面積： 591.6750㎡  宿舎棟３階面積： 591.6750㎡ 

宿舎棟ＰＨ面積：  23.9250㎡  浴室棟床面積：  467.4500㎡ 

渡り廊下面積：  71.0752㎡  延べ床面積合計：2,994.4083㎡ 

施 設 の 区 分 

指定管理部分：浴室棟、渡り廊下 

共 用 部 分：宿舎棟１階食堂と厨房を除く部分 

無償貸与部分：宿舎棟地階、宿舎棟１階食堂と厨房部分、宿舎棟２階・３階・ＰＨ 

温 泉 浴 場 

休  日：毎月第１、第３月曜日 

営業時間：午前１０時から午後９時まで 

※ただし、指定管理者において変更することができる。 

 



２．申込の資格 

（１）町内に事務所又は事業所を有する法人等であること。（法人格の有無は問わない） 

   ただし、３．申込受付期間内に町内法人等からの申込が無かった場合は、町外法人等も対象

とする。 

（２）法人等であって、次のいずれかにも該当しない者とする。 

ア 法律行為を行う能力を有しない者 

  イ 被産者で復権を得ない者 

  ウ 地方自冶法施行令（昭和２２年政令第１６号）１６７条の４第２項（同項を準用する場合

を含む。）の規定により本町における一般競争入札等の参加を制限されている者 

  エ 地方自冶法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第１１項の規定による指定の取消

しを受けたことがある者 

  オ 指定管理者の指定を管理の委託とみなした場合に、地方自冶法第９２条の２【議員の兼業

廃止】、第１４２条【長の兼業禁止】（同条を準用する場合を含む。）又は第１８０条の５第

６項【普通公共団体の委員会の委員の兼業禁止】の規定に抵触することとなる者 

  カ 国税及び地方税を滞納している者 

  キ 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規定する暴力団

をいう。）及び暴力団又はその構成員（暴力団の構成団体構成員を含む。）若しくは暴力団

の構成員でなくなった日から５年を経過しない者の統制の下にあるもの又は役員が暴力

団の構成員若しくは暴力団の構成員でなくなった日から５年を経過しない者 

（３）法人等の人数、資産の額その他の経営の規模及び能力を有すること。 

（４）温泉浴場の管理運営に必要な免許を有すること。ただし、外部に委託する場合は、委託先が

資格及び免許等を有していること。 

 

３．申込受付期間及び受付時間 

（１）受付期間 

   令和元年１０月 １日（火）～１１日（金）まで 

   ただし、町内団体からの申込が無かった場合は、町外受付を１０月１５日（火）～２１日（月）

までの期間で受付 

（２）受付時間 

   午前８時３０分から午後５時１５分まで 

（３）申込書の提出先及び問い合わせ先 

   せたな町役場まちづくり推進課商工労働観光係 

   TEL ０１３７－８４－５１１１  FAX ０１３７－８４－４６５７ 

 

４．申込書類 

（１）申込書（様式第１号） 

（２）申込資格を有していることを証する書類 

申 込 資 格 書 類 の 内 容 

２（１） 法人の場合 ・法人登記簿の謄本 

・団体の定款、寄付行為又はこれに相当する書類 

非法人の場合 ・団体の規約 

２（２）ア及びイ 法人の場合 ・不要 



非法人の場合 ・代表者の身分証明書 

２（２）ウ及びオ ・２（２）ウ及びオに該当しない旨の申立書（様

式第２号） 

２（２）カ 国 税 及

び 地 方

税 

納税義務がある場合 ・納税証明書（この要綱の配布開始日以降に交付

されたもの） 

納税義務がない場合 ・その旨を記載した申立書（様式第２号） 

（３）管理を行う公の施設の事業計画書（様式第３号）※宿泊施設を含めた事業計画書とする。 

（４）管理に係る収支計画書（様式第４号）※宿泊施設を含めた収支計画書とする。 

（５）法人等の経営状況を説明する書類 

ア 前事業年度の収支（損益）計算書又はこれらに相当する書類（既に財産的取引活動をして

いる法人等のみ。） 

イ 前事業年度の貸借対照表及び財産目録又はこれらに相当する書類（作成しているもののみ） 

ウ 現事業年度の収支予算書及び事業計算書（既に財産的取引活動をしている団体及び新たに

指定管理者になろうとする施設の業務以外の事業を開始する団体のみ。） 

エ 法人等の事業報告書を作成している場合は、当該報告書 

オ 法人等の役員名簿及び組織に関する事項について記載した書類又はこれらに相当する書類 

（６）宿泊施設の管理運営事業計画書（様式第５号） 

 

５．選定の基準 

（１）町民及び利用者の平等な利用が確保及びサービスの向上が図られるものであること。 

（２）管理に係る事業計画書の内容が、施設の効用を最大限に発揮するものであること。 

（３）管理に係る収支計算書の内容が、施設の管理費用の縮減が図られるものであること。 

（４）管理に係る事業計画書に沿った管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力

を有しており、又は確保できる見込みがあること。 

 

６．管理の基準 

（１）「せたな町貝取澗公営温泉浴場条例」及び「同条例施行規則」による。 

（２）指定管理者は、せたな町行政手続条例（平成１７年条例第１５号）第２条第４号の「行政庁

に該当するため、利用許可等は同条令の定めに従うこと。 

（３）指定管理者には、せたな町情報公開条例（平成１８年条例第２号）第１８条の規定により、

公文書公開の努力義務が課せられるほか、後日町と締結する協定において、町から管理業務

に関する文書等の提出があった場合には、これに応じなければならない義務が課せられる。 

 

７．指定管理者が行う業務 

（１）温泉浴場の維持管理に関する業務 

（２）温泉浴場の使用の許可及び利用調整に関する業務 

（３）町長の承認を得て、入浴料を変更し、減免すること。 

（４）入浴料金の徴収に関する業務 

（５）施設及び附帯設備の維持及び修繕に関する業務。 

（６）前各号に掲げるもののほか、温泉浴場の運営に関して町長が必要と認める業務 

 



８．利用料金に関する事項 

（１）地方自冶法第２４４条の２第８項に定める利用料金制度を採用する。 

（２）入浴料金の額は、条例第６条の別表の定めによる入浴料金の金額の範囲内において、指定管

理者が町長の承諾を得て定める。 

 

９．指定期間 

   令和元年１１月１日から令和５年３月３１日まで（３年５カ月間） 

 

10．管理費用の基準額等に関する事項 （指定管理料） 

（１）当該温泉浴場の管理運営費は、町が指定管理者に支払う管理費用と指定管理者が得る入浴金

収入をもって充てる。また、町が支払う経費については、会計年度毎に予算の範囲内で支払

うこととする。 

（２）令和２年度の当該温泉浴場の管理運営及び宿泊施設の管理運営に要する収支計画については、

別添資料（H28・H29・H30 決算書及び温泉浴場管理運営費）を参考に作成してください。 

（３）指定管理料の基準額   

１２,０００千円（令和元年度においては５ヶ月分の５，０００千円とする。） 

※上記金額は指定管理料の基準となる額であり、指定管理料の額、支払時期、方法等は別途

せたな町と指定管理者との間で締結する協定書で取り決める。 

 

12．温泉浴場の指定管理及び宿泊施設の無償貸与の基本的条件 

（１）令和元年１１月から温泉浴場の指定管理を開始すること。 

（２）令和元年１１月から宿泊施設を無償貸与する。 

（３）無償貸与を受けた法人等が自ら宿泊施設を運営すること。 

（４）宿泊施設の名称は「あわび山荘」を使用すること。 

（５）温泉浴場の指定管理部分の建物及び備品は現在の状態で使用し、100 万円を超える修繕等は

町において、それ以下は法人等が行う。 

（６）宿泊施設の無償貸与部分の建物及び備品は現在の状態で貸与し、貸与物件の修繕等は法人等

の責任において行うこと。ただし、大規模修繕の場合は町と法人等が協議し決める。 

（７）温泉浴場と宿泊施設の共用部分の建物及び備品は現在の状態で使用又は貸与し、100 万円を

超える修繕等は町において、それ以下は法人等が行う。 

（８）宿泊施設の管理運営は、貸与後３年以上事業を継続すること。 

（９）自然災害や施設等の経年劣化により、営業することが困難になった場合の補償はしません。 

（10）従業員の雇用においては、地元採用に配慮すること。 

 

13．その他 

（１）指定候補者の選定（内定）については、令和元年１０月下旬（予定）に書面により通知する。 

（２）選定された団体等については、せたな町議会の本会議（１０月下旬）において指定議決を経

た後、指定管理業務の開始日をもって指定管理者として指定する。併せて町民に周知するため

同日をもって告示する。 

 

14．協定の締結 

（１）施設の管理に係る細目的事項、管理費用等の額、危惧負担等を定めるため、協定を締結する。 


